
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高蔵図書館インスタグラムはこちら⇒ 

  

第 14 号 ７月１８日（金） 

名 古 屋 経 済 大 学 

高蔵高等学校・中学校 発行 

高蔵父母懇談会が主催する「土日の読書会」が、7月 5 

日（土）、図書館 2階・多目的コーナーにて実施されました。 

生徒・保護者・教職員などを合わせて、19名の方々が参加 

されました。「メンバーがいつもより多く、幅広い年代の人 

たちのおすすめ本を聞くことができ、楽しかったです」。生 

徒がこのような感想を記している通り、今回の「土日の読 

書会」も盛況でした。参加された皆さま、ありがとうござ 

いました。以下に、参加者の感想を一部抜粋して紹介しま

す。充実した読書会であったことが、よく伝わってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜読書会で主に紹介された本＞ 

瀬尾まいこ『戸村飯店 青春 100連発』（文春文庫） 伊坂幸太郎『死神の精度』（文春文庫） 

柚木麻子『ナイルパーチの女子会』（文春文庫） 重松清『とんび』（角川文庫） 

塚本康浩『ﾀﾞﾁｮｳはｱﾎだが役に立つ』（幻冬舎文庫） 有川浩『図書館戦争』（角川文庫） 

田中芳樹『銀河英雄伝説』（創元 SF文庫） 村田沙耶香『信仰』『コンビニ人間』（文春文庫） 

 

 さて、紹介しておきたい本があります。谷原つかさ『「ネット世論」の社会学 データ分析が解き明か

す「偏り」の正体』（NHK出版新書、2024年）です。本書はソーシャルメディアの中でもＸ（旧 Twitter）

を対象に取り上げ、「定量的なデータに基づいて、日本のネット世論の構造、分布、実態、影響を明らか」

にしています。そこで得られた主な知見が、①「怒り」の感情をかき立てるようなネガティブな記事が、

ソーシャルメディア上では投稿・拡散されやすい、②少数のアクティブなユーザーがそれらの記事をつ

くりだしているので、「ネット世論」は「実際の世論」から大幅にかい離している、というものです。「ネ

ット世論」は、いわば負の方向に偏っているわけです。そんな「ネット世論」に振り回されないように

するためには、どうすればよいか。著者は「事実」と「意見」を区別する「メディア情報リテラシー」

を高めるべきだと言います。つまり、発信者がどんな「事実」に基づいて、どのような「意見」を訴え

ているのかを見極め、「事実」が正しいかどうか、その根拠となる「出典」に注目する必 

要があると論じます。私たちがソーシャルメディアを利用する中で、日々感じていること 

が、客観的なデータ分析により可視化されており、知的興味を刺激される一冊です。 

★皆さんの読書体験やおすすめ本の話を聴くと、読書欲がさらに高まります。今日も楽しい読書会でし

た。（教員） 

★たくさんの本がある中で、読んだことのある本を紹介されると、うれしいです。読んだことのない本、 

自分では選びそうにない本を熱く勧められると、読んでみたくなり、本当に新鮮です。（保護者） 

★読んでみたい本のストックがたくさんできました。子どもにも勧めたいと思います。（保護者） 

★新しい本ばかりではなく、古い本や知っている著者の本の紹介も興味深かったです。（保護者） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日の学年行事日に、名古屋市科学館を訪れました。その時、目に飛び込んできたの 

が、特別展「古代 DNA－日本人のきた道－」の案内です。近年、大きな注目を集めてい 

る遺伝人類学。それは人骨から採取した DNA を分析して、人類進化の過程を科学的に

解明する学問です。ノーベル生理学・医学賞を 2022 年に受賞したスヴァンテ・ペーボは、ネアンデル

タール人のゲノム解読に初めて成功した遺伝学者です。彼の自伝ともいえる『ネアンデルタール人は私

たちと交配した』（野中香方子訳、文藝春秋、2015 年）は、読み物としておもしろいです。この分野に

ついて、たくさんの本が出版されていますが、次の 3 冊を紹介しておきます。石浦章一『王家の遺伝子 DNA

が解き明かした世界史の謎』（講談社ブルーバックス新書、2019年）、太田博樹『遺伝人類学入門－チン

ギス・ハンの DNAは何を語るか』（ちくま新書、2018年）、篠田謙一『人類の起源 古代 DNAが語るホモ・

サピエンスの「大いなる旅」』（中公新書、2022年）です。今回の特別展の開催期間は、明日 19日（土）

から 9月 23 日（火・祝）まで。夏休みの自由課題として見学してみませんか？ 


